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 「職員用健康チェックカードのデジタル化」による 

校務の負担軽減 

                Ｃ：職員間の情報共有 
 

このような教員の姿が生まれました！  

■ 健康チェックカードがデジタル化されたことについて、アンケートを実施したところ、全員が「よ 

い」「どちらかといえばよい」と回答しました。 

■ 「入力が簡単」「時間が節約できる」「忘れにくい」「扱いやすい」という声を聞くことができました。 
 

職員用健康チェックカードのデジタル化 

「 Microsoft Forms 」 と 「 Microsoft Power 

Automate 」を連携させ、職員用健康チェックカード

をデジタル化する。 

 

【デジタル化前】 

① 職員が健康チェックカードに健康状態を記入し提出 

② 管理職は１人１人のカードを見て職員の健康状態を確認 

③ カードを職員に再配付 

▼ 

【デジタル化後】 

① 職員が各端末から必要事項を入力 

② 管理職は自動作成された一覧表で職員の健康状態を確認 

③ 一覧表の保存 

 デジタル化のポイント  

 個人の端末でも校務用の端末でもアクセスできるため、出勤前でも出勤後でも入力ができる。 

 一覧表は指定した時刻に自動でリセットされるため、勤務開始時刻には当日の最新情報が表示されている。 
 

システム導入による負担軽減 
 各職員の負担軽減 

・ 「名前」「発熱の有無」「体温」「症状」は選択式で、「その他

の症状・気になること・伝えたいこと」は入力式となっている

ため、健康状態が良好の場合は数秒で入力が完了する。 

 管理職の負担軽減 

・ 一覧で表示されるため、全職員の健康状態が把握しやすい。 

・ 一覧表は、印刷して紙媒体で保存することも、そのままデ

ータとして保存することもできるので扱いやすい。 

・ カードの回収、配付、印刷等が必要なくなる。 

・ カードの紛失による情報漏洩の心配がなくなる。 

 円滑にシステムを導入するためのポイント  

 入力操作をできるだけ簡単にすることで、新しいシステム導入への抵抗感を減らす。 

 入力フォームへのショートカットを校務用PCにスタートアップ登録することで、健康状態の未入力を防ぐ。 
 

 

学校 
モデル 
【C】 

名前 

発熱の有無 

症状 

その他 

【Forms】 【Power Automate】 

体温 

【個人の端末から】 【校務用の端末から】 


